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日本鋳造協会 技術開発賞受賞 のお知らせ
虹技株式会社

総務部

以上

　　　弊社開発部の社員が 日本鋳造協会 技術開発賞 を受賞しました。

1. 受賞者

2. 授賞理由

3. 添付資料

　　　　　　　　　記

北岡 大輔

この度の功績は「高剛性、高強度の低炭素球状黒鉛鋳鉄の開発」で
あり、国産技術として鋳造技術の開発向上に顕著な功績を挙げ、
業界の進歩発展に大きく貢献したと評価されたことによる。

（1）弊社開発部北岡 「技術開発賞」受賞について
（2）表彰式写真
（3）参考資料
（4）表彰盾



①　受賞した賞の正式な名前
2022年度 日本鋳造協会 技術開発賞

②　受賞理由
（日本鋳造協会からの受賞理由を一部編集） 
この度の表彰対象の功績は「高剛性、高強度の低炭素球状黒鉛鋳鉄の開発」で
あり、国産技術として鋳造技術の開発向上に顕著な功績を挙げ、業界の進歩発展に
大きく貢献したと評価されたことによる。

 
　③　今後鋳造業界や当社業績に与える影響

一般的な機械部品はその使用環境によって高い物性が求められる場合があり、適
用される鋳鉄材についてもそれに相応した性能が必要となる。本開発鋳鉄材は
製造過程において適切な処理と成分調整を行うことによって一般鋳鉄材と比較して
高い剛性と強度を有することに成功した。その結果、既存鋳鋼品の置き換えが可能
となり、鋳造品の付加価値と適用用途拡大が期待できる。
このことから本開発材の実用化が達成できれば鋳造業の新たな発展と様々な分野

への商流展開につながり、当社においても新規用途開拓案件の獲得と売上拡大が
望める。 

　④　同開発品の今後の事業展開について
現段階は概ね2年後の実用化に向けた鋳造テストを実施中であり、具体的なプラ

ンは今後十分に検討する必要がある。
本開発材は前段で記述したように製造過程における最適処方によって薄肉・軽量

化が期待できるため、事業展開については鋳造性と設計による付加価値の観点から
求められる製品最適解をユーザーと共同で開発しつつ進めたいと考える。

 
　⑤　その他特記事項

本開発材が有する物性、とくにヤング率と疲労強度は一般鋳鉄材の1.2～1.4倍
を達成できるため、常に荷重がかかる環境下で長期間にわたって性能を維持できる
と考えられる。また、普通鋳鉄の剛性では振動や騒音が問題となる薄肉部品への適用
も考えられる。従って用途としては製品性能担保と軽量化の両立が求められる輸送機械
などの部材に提案していきたい。
本素材のメリットを引き出すにはユーザーと連携し物性に応じた設計変更を行うこと

が必要となる。まずは様々なユーザーでテストを実施していただきメリットを感じても
らえればと考える。








